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 【来週の予定】                                      ※9:30登校 40分授業                   

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

30（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

31（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

１（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ プレミアムウェンズデー 

２（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

３（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※3 日（金）は心臓検診  

mamas café 来週の日替わりランチ  

30 日（月） 31 日（火） １（水） ２（木） ３（金） 

鶏そぼろ丼 
ミートソース 

パスタ 
しょうが焼き 

おろし 

ハンバーグ 

からあげ 

100円カレー 

 

 【今日のいいね！】 

 

本校 5階ラウンジに最高の『映えスポット』

がお目見えしました。2年生の生徒さんが書

いたハートのカードを相合傘が受けています。 

おじさん二人ではしゃいで写真を撮ってし

まいました。私と一緒に写真に収まっている相

方は弁護士の後藤富和さんです。福岡市の

中学校の校則見直しや制服自由化等『子ど

もの人権』の大切さを説く活動に最前線で取

り組んでいらっしゃいます。 

本校は今年度後藤さんに「人権教育アドバ

イザー」にご就任頂きました。生徒さん達が安

心して暮らせる学校であり続けるために、先

生方の研修はもちろん、生徒さんとの勉強会

なども計画して参ります。お楽しみに！ 

 

夢 

 校歌の歌詞で一番多く出てくる語句が「夢」です。皆さんはどんな夢を持っていま

すか？ 「将来こんな仕事がしたい」等ずっと先のことをイメージすることが多い「夢」

ですが、 今の現状からほんの小さな変化を求めることも、立派な夢だと思います。 

 

 かつてできなかったことを夢見る気持ちを大切にして欲しいのです。それが小さい

とか大きいとか、せっかく自分の中で芽生えた夢に、自分で評価を加える必要はな

いし、ましてや他人の夢をとやかく言う事も必要ありません。夢は皆さんの聖域なの

です。誰の侵害も受けることなく、どうか自由な夢を描いて下さい。 

 

 「友達と帰る事をしてみたい」「ラインの交換をしてみたい」実際に何人もの本校の

生徒さんが入学時に掲げる夢です。これらの夢のどこが「当たり前のこと」なのでし

ょう。とても壮大で素晴らしい夢ではないですか？ どんなに勇気がいる事でしょう。

一緒に帰る相手やラインを交換している友達は、例えそれが一人であったとしても決

して「たった一人」ではありません。かけがえのない一人なのです。 

 

 「制服の洗濯がしてみたい」「お弁当を作ってあげたい」こちらは保護者の方々が

掲げた夢です。涙が出ました。なぜそんな夢を持つに至ったのか、ここで改めて解説

する必要はありませんよね。いずれも、それが当たり前だと思っている価値観からは

生まれてはこない夢なのです。よく「夢は叶えるためにある」と言いますが、私はそう

は思いません。夢は夢見るだけでもとっても素敵だと心の底から思うのです。 

 

 皆さん、何かに憧れる気持ちがあるならば、それはもう立派な夢です。叶わなくても

別に落ち込まなくても良いのです。夢見た瞬間、あなたの変化は始まっています。 

 


